2016年度第一回理事会　報告事項2
理事会議事録の迅速な作成のための「代理押印承諾方式」について
　
理事会の議事録には、出席した理事・監事の全員が記名・押印（または署名）する必要があります。
北大生協では、議事録に関し「代理押印方式」・「理事会直後全員署名方式」を併用します。
■　北大生協における代理押印方式の運用ルールを次のとおりとします。
ア）理事・監事に就任いただいた方全員分の印鑑を、生協の費用で購入し、理事会室の金庫で管理します。
イ）理事会終了後、生協理事会室から、理事会議事録案を、出席理事・監事全員にご案内します。（実際には、パスワードで保護されたwebサイトに掲載し、掲載した旨をメールでご案内することとし、欠席した理事・監事の方にも送信します。）そのメールの中で、「議事録案の内容に異議があるときは、1週間以内にご返信いただきたい旨」も記載します。
ウ）１週間以内に出席理事・監事のどなたかから異議が出されたときは、生協理事会室で議事録案を修正する等の措置を採り、あらためてこの議事録案でいいかどうか全員にご確認します。どなたからも異議が出されなくなったときに、議事録の内容を確定します。
エ）確定した議事録案をパスワードで保護されたwebサイトに掲載し、次のメールを理事会室から送信します。
　○月の第○会理事会の議事録が確定しました。ご指示により生協理事会室に保管している印鑑を理事会室長が代理で押印しますので、「代理押印してください」の記載を残してこのメールにご返信ください。なお、代理押印ではなくご自身で捺印されるときは、その旨をご返信いただき、近日中に生協理事会室に印鑑をご持参ください。

理事会室長が議事録に代理押印してください　　お名前をここに　
オ）「代理押印してください」とのご指示があった方の分に限り、理事会室長が代理押印します。ご指示がない場合は代理押印せず、ご本人に捺印いただく等の措置を採ります。
カ）「代理押印してください」との返信をプリントアウトして、その後１年間保管します。
　　なお、議事録については、出席理事・監事全員が捺印等をすることになっていますが、出張等によりしばらく捺印できない方が数人いるからといって、そのことが議事録の効力に直ちに影響するわけではないものとします。
■　理事会直後全員署名方式
　　　報告や決定前の協議が中心で、議論が分かれる決定事項等がなかったときなどに、理事会の議事録を理事会終了直後に完成することができたときは、理事会終了直後に議事録に全出席者が署名する方式です。可能なときにはこの方式も活用します。
以上
